
返礼品発送の流れ・・・

④返礼品発送

　（パンフレット同封可）

町

寄附者

登録事業者

①寄附

②返礼品の選択

　　⑥支払い

　　③発注

　　⑤請求

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
」。
年
々
寄
附
額
も
増
え
栗
山
町

が
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
外
の
方
を
対
象
に
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
い
た
全
国

の
寄
附
者
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
ま
た
、
心
の
ふ
る
さ
と
に
な
り
た
い

と
の
思
い
を
込
め
て
、
お
米
や
メ
ロ
ン
、

お
酒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
返
礼
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
町

内
の
新
規
就
農
者
が
栽
培
し
た
野
菜
セ
ッ

ト
や
、
11
月
か
ら
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
ピ
ー
チ
・
ア

ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
㈱
と
提
携
し
て
航
空
券
購

入
に
利
用
で
き
る
同
社
の
ポ
イ
ン
ト
を
加

え
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
よ
り
、
町
の

収
入
を
確
保
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

る
だ
け
で
な
く
、
栗
山
町
の
地
元
産
品
や

観
光
な
ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
地
方
公
共

団
体
に
寄
附
を
す
る
こ
と
で
、
寄
附
金
の

う
ち
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、
一
定
限
度
額
ま
で
、
所
得
税
・
個

人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

税
金
の
控
除
を
受
け
ら
れ
、
か
つ
、
自

治
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
礼
の
品
が
も
ら

え
る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
26

年
度
の
寄
附
額
が
１
億
円
を
突
破
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
昨
年

度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
、
東
京
都

秋
葉
原
で
「
な
ま
ら
い
い
っ
し
ょ
北
海
道

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年
４
月
以
降

に
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
関
東
在
住
者
を
対

象
に
「
ミ
ニ
感
謝
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
き
な
う
す

　

町
で
は
、
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
全

国
の
寄
附
者
へ
発
送
す
る
真
心
を
込
め
た

返
礼
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

返
礼
品
の
発
送
時
に
自
社
作
成
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
こ
と
で
、
自
社
商

品
の
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
が
可
能
に
な
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
本
町
の
Ｐ

Ｒ
に
積
極
的
な
協
力
が
可
能
な
こ
と

②
寄
附
者
か
ら
の
返
礼
品
の
品
質
に
関
す

る
苦
情
な
ど
に
対
し
、
状
況
に
応
じ
再

発
送
に
よ
る
対
応
な
ど
、
素
早
く
誠
実

な
対
応
が
で
き
る
こ
と

③
寄
附
者
の
長
期
不
在
や
配
送
先
変
更
な

ど
の
依
頼
に
対
す
る
町
か
ら
の
配
送
日

の
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、
素
早
く
確
実

な
対
応
が
で
き
る
こ
と

④
原
則
と
し
て
、
町
内
に
本
社
（
本
店
）、

支
社
（
支
店
）、
事
業
所
ま
た
は
工
場

な
ど
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
航
空
チ

ケ
ッ
ト
関
連
な
ど
、
本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ

や
地
域
振
興
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
除
く

⑤
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
募
集
要
項
」
で

確
認

　

返
礼
品
は
、
栗
山
町
の
魅
力
を
発
信
で

き
、
か
つ
、
各
種
法
令
に
違
反
し
て
い
な

い
商
品
と
し
ま
す
。
な
お
、
１
品
目
あ
た

り
の
価
額
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
募
集
要
項
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
平
成
27
年
度
の
登
録
返
礼
品
】

　

米
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
季
節
の
野
菜
、

た
ま
ね
ぎ
、
メ
ロ
ン
、
日
本
酒
、
ハ
ム
、

コ
ロ
ッ
ケ
、
チ
ョ
リ
ソ
ー
、
お
菓
子
詰

め
合
わ
せ
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日（
１
年
間
）

　

募
集
す
る
事
業
や
返
礼
品
な
ど
、
町
が

適
当
で
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
登
録
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

12
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

※
右
記
の
募
集
期
間
は
、
平
成
28
年
４
月

受
付
開
始
分
で
、
そ
の
後
は
随
時
募
集

※
随
時
募
集
に
よ
り
登
録
し
た
返
礼
品

は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
の
掲
載

　

栗
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
贈
呈
事

業
登
録
申
込
書
お
よ
び
添
付
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
町
経
営
企
画
課
に
提
出

※
様
式
デ
ー
タ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

①
申
し
込
み

②
結
果
を
当
該
申
込
事
業
者
へ
通
知

③
町
と
「
栗
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

贈
呈
事
業
実
施
に
伴
う
覚
書
」
を
締
結

④
最
終
決
定

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３
・
℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル
：gyouseikeiei-g@

　

tow
n.kuriyam

a.hokkaido.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

　

http://w
w

w
.tow

n.kuriyam
a.

　

hokkaido.jp/docs/

　

2012050200017/

の
ゆ
め
ぴ
り

か
新
米
」
を

プ
レ
ゼ
ン

ト
。
返
礼
品

で
人
気
の
日

原
メ
ロ
ン
試

食
会
も
大
好

評
で
し
た
。

　

栗
山
を
応

援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
町
の

収
入
確
保
や
地
元
産
品
の
消
費
拡
大
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
町
外
に
住
む
知
人
・
友
人
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

栗山町
北海道

～ふるさとは栗山です。～
応援してくれる全ての方々のふるさとでありたい。

　ふるさと納税により寄附をい
ただいた方々より、心温まる応援
メッセージが寄せられています。

応募をお待ち

　しています

全
国
か
ら
多
く
の
支
援
！

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
何
？

な
ぜ
人
気
が
あ
る
の
？

栗
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
？

栗
山
応
援
団
が
増
え
て
い
ま
す
！

町
外
に
住
む
知
人
・
友
人
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
！

返
礼
品
の
登
録
期
間

登
録
に
お
け
る
留
意
事
項
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栗山町ふるさと納税
登
録
業
者
を
募
集
し
ま
す

＜これまでの寄附金実績＞
年度 件数 金額

平成 23年度 5件 465,000 円

平成 24年度 155 件 1,601,000 円

平成 25年度 4,397 件 24,497,463 円

平成 26年度 11,900 件 122,263,601 円

平成 27年度
（11月15日現在） 10,215 件 102,668,077 円

平
成
28
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
贈
呈
事
業

町への応援メッセージ

コロッケもおいしかったで
す！よろしくお願いいたし
ます。

赤タマネギを食べて、健康に
なりたいです。より良い町づ
くり頑張ってください。

主
な
登
録
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

募
集
す
る
返
礼
品
お
よ
び
１
品
目

あ
た
り
の
価
額
設
定

主
な
登
録
事
業
者
の
要
件

募
集
期
間

申
込
方
法

登
録
事
業
者
・
返
礼
品
の
決
定
方
法



　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
天
候
が
急
変
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

暴
風
雪
時
な
ど
気
象
庁
か
ら
気
象
警
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
防
災
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

家
の
中
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
に
・
・
・

☆
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風
雪
が
予

想
さ
れ
る
と
き
は
、
外
出
を
避
け
る
。

☆
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ

　

オ
・
防
寒
具
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
・

灯
油
・
非
常
食
・
飲
料
水
な
ど
を
準
備

す
る
。

☆
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
給
排
気
口
付
近
が

雪
で
ふ
さ
が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

止
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
時
は
・
・
・

☆
万
が
一
に
備
え
て
、
携
帯
電
話
を
所
持

す
る
。

☆
車
が
立
ち
往
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
防
寒
着
・
長
靴
・
手
袋
・
ス
コ
ッ

プ
・
け
ん
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
用
意

す
る
と
と
も
に
、
十
分
に
燃
料
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
出
掛
け
る
。

☆
万
が
一
に
備
え
て
、
飲
料
水
や
非
常
食

を
用
意
す
る
。

も
し
も
暴
風
雪
に
遭
遇
し
た
ら
・
・
・

☆
運
転
し
て
い
て
、
地
吹
雪
な
ど
に
よ
り

危
険
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に
道

の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
天
気
の
回
復

を
待
つ
。

☆
大
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
で
車
が
立
ち

往
生
し
た
時
は
、
近
く
の
人
家
な
ど
に

必
ず
救
助
を
依
頼
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド

ラ
ン
プ
の
点
灯
や
停
止
表
示
板
を
置
く

な
ど
、
車
が
目
立
つ
よ
う
に
す
る
。

☆
避
難
で
き
る
場
所
や
近
く
に
人
家
が
な

い
場
合
は
、
消
防
（
１
１
９
番
）
や
警

察
（
１
１
０
番
）
に
連
絡
し
て
、
車
の

中
で
救
助
に
備
え
る
。

☆
車
が
雪
に
埋
ま
っ

　

た
と
き
は
、
エ
ン

　

ジ
ン
を
切
る
。
マ
フ

　

ラ
ー
が
雪
に
埋
ま
る
と
排

　

気
ガ
ス
が
車
内
に
逆
流
し
、

　

一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
恐

　

れ
が
あ
る
の
で
、
防
寒
な
ど
で

　

や
む
を
得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
き

は
窓
を
開
け
て
換
気
し
、
こ
ま
め
に
マ

フ
ラ
ー
ま
わ
り
を
除
雪
す
る
。

　

地
元
消
費
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
「
く

り
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
お
よ
び

「
く
り
や
ま
ふ
れ
あ
い
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
は
、
使
用
期
限
が
12
月
27
日
㈰
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
期
限
内
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
く
り
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
を
ご
利
用
の
方
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
回
答
者
に
は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す

～
先
着
３
０
０
人
）

ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

▼
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

☎
�
５
５
１
５

▼
町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

午
前
８
時
30
分 

～
午
後
５
時
15
分

　

☎
�
７
５
１
６

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

冬
季
の
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
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㊼

ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
９
月
よ
り

栗
山
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
に
入
会
し
た

天
野
剛
生
で
す
。

　

町
内
の
ア
マ
ノ

印
刷
で
働
い
て
い

ま
す
。
父
も
Ｊ
Ｃ

マ
ン
で
あ
り
現
役

時
代
、
幼
か
っ
た

私
を
連
れ
て
、
当
時
の
Ｊ
Ｃ
事
業
に
多
数

参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
栗
山
天
満
宮
で
の
合
格
祈

願
祭
、
全
面
総
芝
張
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の

完
成
、
そ
し
て
憧
れ
の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の

選
手
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
の
家
に
は
毎
日
の
よ
う
に

諸
先
輩
方
で
あ
る
当
時
の
現
役
Ｊ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
が
集
い
、
熱
く
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
語
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
の
私

は
、
毎
日
夜
遅
く
ま
で
活
動
し
て
い
た
父

の
姿
を
見
て
、そ
の
意
義
も
理
解
で
き
ず
、

大
人
に
な
っ
た
ら
「
Ｊ
Ｃ
に
だ
け
は
入
会

し
な
い
！
」
と
固
く
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
入
会
し
、
自
分
が
そ

の
場
で
体
験
す
る
と
、
全
く
印
象
が
変
わ

り
ま
し
た
。
普
段
は
陽
気
で
面
白
い
メ
ン

バ
ー
ば
か
り
で
す
が
、
い
ざ
会
議
に
な
る

と
顔
つ
き
が
変
わ
り
、
真
剣
に
未
来
を
想

い
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
光
景
は
幼
い
こ
ろ

見
た
諸
先
輩
方
の
姿
と
重
な
り
、
今
も
昔

も
ま
ち
に
対
す
る
情
熱
は
変
わ
ら
ず
残
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で
未
熟
者
の
私
で

す
が
、
諸
先
輩
方
が
紡
い
で
こ
ら
れ
た
情

熱
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ｃ
ラ
イ

フ
を
歩
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
親
子
３
代

Ｊ
Ｃ
マ
ン
を
目
指
し
、
日
々
精
進
し
自
己

研
鑽
を
積
ん
で
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
は
、
夢
を
語
り
合
い
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
て
自
ら
実
行
し
て
い
く
場
で

す
。
そ
の
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出

会
い
や
経
験
か
ら
自
己
を
磨
く
こ
と
で
地

域
経
済
人
と
し
て
の
学
び
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
あ

り
Ｊ
Ｃ
で
す
！
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

　

10
月
30
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
平
成
27

年
第
８
回
栗
山
町
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

※
議
会
の
詳
し
い
情
報
は
、
町
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.tow

n
.ku

riyam
a.

hokkaido.jp/gikai/

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
６
０
１
０
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
85
億
６
２
１
０
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
補
正
の

内
容
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
に
関
わ
り
創
設
さ
れ
た
、
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
の
「
地
方
創
生
先
行
型
上
乗
せ
分
」

を
活
用
し
て
実
施
す
る
「
く
り
や
ま

ち
ょ
う
Ｐ
Ｒ
隊
事
業
」
お
よ
び
「
く
り

や
ま
若
者
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

議
　
案

議
会
の
動
き

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
33
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
21
億
６
６
７
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
、
補
正
の
内
容
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
値
上
げ
に
伴

う
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

委
託
料
の
補
正
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
２
１
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
３
３
７
８
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
補
正
の
内

容
は
、
道
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る

介
護
の
し
ご
と
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

住宅用火災警報器の点検を！

いざ！というときのために

　年末の大掃除と一緒に住宅用火災警報器の点検を行いま
しょう。安全・安心な住宅で楽しい年末年始を！

【問い合わせ】
  南空知消防組合消防署　☎ 72-0150

点検方法
　引きひもを引くまたはボ

タンを押して、警報が鳴れ

ば、正常に作動しています。

※点検方法は機種によって異なります。

取扱説明書を確認してから点検を行っ

てください。

くりやまプレミアム商品券

くりやまふれあいプレミアム商品券



◆
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
財
政
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
指
標
で
す
。

決
算
２
つ
の
指
標
で
財
政
状
況
を
見
る

【近隣市町との比較】

教
え
て
！
ワ
ー
ド
解
説

【
普
通
会
計
と
は
？
】

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
を
統
一
基
準
で
比
較
す
る

た
め
の
会
計
区
分
。
本
町
の

場
合
は
一
般
会
計
と
北
海
道

介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計
を

合
算
し
た
も
の
。

【
標
準
財
政
規
模
と
は
？
】

　

町
税
な
ど
使
途
の
特
定
さ

れ
て
い
な
い
一
般
財
源
の
額

の
大
き
さ
を
全
国
統
一
の
基

準
に
よ
り
算
出
し
た
額
。
本

町
の
平
成
26
年
度
の
規
模
は

47
億
２
１
９
７
万
円
。

実質公債費比率 将来負担比率
H26 年度 H25 年度 全道順位 H26 年度 H25 年度 全道順位

岩見沢市 8.7％ 10.6％ 116 位 43.4％ 41.7％ 75 位
由 仁 町 13.9％ 17.6％ 29 位 124.3％ 154.7％ 12 位

長 沼 町 14.1％ 14.9％ 27 位 96.4％ 94.1％ 29 位
南 幌 町 14.8％ 15.8％ 18 位 80.2％ 89.3％ 41 位
栗 山 町 17.4％ 18.6％ 7 位 110.5％ 93.7％ 21 位

２
つ
の
指
標
と
は
？

　

自
治
体
財
政
の
目
安
と
な
る
指

標
に
は
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
町
の
会
計
の

ほ
か
、
土
地
開
発
公
社
や
町
が
加

入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
な
ど

を
含
め
た
、
ま
ち
全
体
の
財
政
状

況
を
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。

◆
健
全
化
判
断
比
率

普
通
会
計
に
お
け
る
赤
字
額
が

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
の

く
ら
い
か
を
示
す
「
実
質
赤
字

比
率
」
や
「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」
の
4
項
目
が
あ

り
ま
す
。

厳しい状況が
続いています…

算
定
結
果
は
？

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
財

政
状
況
を
健
全
化
判
断
比
率
で
見

て
み
る
と
、
各
比
率
の
算
定
結
果

が
示
す
と
お
り
本
町
の
数
値
は

「
健
全
基
準
」
に
あ
り
ま
す
。（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
ち
の
収
入
に
対
す
る
借
金
返

済
の
割
合
を
表
す
「
実
質
公
債
費

比
率
」
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
の
17
・
４
％
、

将
来
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
負
債

の
割
合
を
示
す「
将
来
負
担
比
率
」

に
つ
い
て
は
、
16
・
８
ポ
イ
ン
ト

増
の

110
・
５
％
に
な
り
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
を
推
進

　

本
町
の
比
率
は
依
然
と
し
て
全

道
の
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
景

気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
や
、
地

方
交
付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

健全化判断比率と資金不足比率の算定結果　●栗山町の数値　●全道平均の数値

項　　　　　目 平成 26 年度の比率は？

実質赤字比率
　普通会計における赤字額が、標準財政規模に
対して、どのくらいの割合であるかを示す指標
です。年間の赤字額の割合が大きい
ほど、財政運営が深刻化しているこ
とを表します。

連結実質赤字比率
　特別会計を含む全会計における赤字額が、標
準財政規模に対して、どのくらいの割合である
かを示す指標です。年間の赤字額の割合が大き
いほど、財政運営が深刻化していることを表し
ます。

実質公債費比率
　実質的な借金返済額が、標準財政規模に対し
て、どのくらいの割合であるかを示す指標です。
借金の返済額の割合が大きいほど、資金繰りが
悪化していることを表します。本町では、その
年の借金返済額が年収の 17.4％を占めているこ
とを示しています。

将来負担比率
　今後負担する実質的な負債額が、標準財政規
模に対して、どのくらいの割合であるかを示す
指標です。将来の負担が見込まれる負債の割合
が大きいほど、将来、財政を圧迫する可能性が
高いことを表します。本町では、今後返済しな
ければならない借金総額が、その年の年収の 1.1
倍あるということを示しています。

資金不足比率
　各公営企業会計（水道事業、下水道事業、住
宅団地造成事業）における資金不足額が、料金
収入などの事業規模に対して、どのくらいの割
合であるかを示す指標です。
　数値が大きいほど、経営が深刻化しているこ
とを表します。

道内に該当は
ありません。

い
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
の
指
針
で

あ
る
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン

21
」
の
推
進
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
え
て
！
ワ
ー
ド
解
説

【
財
政
の
健
全
度
と
は
？
】

　

算
定
結
果
を
も
と
に
3
段
階
で

表
し
ま
す
。

①
健
全
基
準

健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

②
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営
健
全

化
基
準

財
政
状
況
が
悪
化
し
、「
早
期

（
経
営
）
健
全
化
基
準
」
に
区

分
さ
れ
た
場
合
は
、
財
政
（
経

営
）
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

自
主
的
な
努
力
に
よ
り
財
政

（
経
営
）
再
建
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

③
財
政
再
生
基
準

早
期
健
全
化
基
準
よ
り
も
さ
ら

に
状
況
が
悪
化
し
、
自
主
的
な

建
て
直
し
が
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
る
「
財
政
再
生
基
準
」
に

区
分
さ
れ
た
場
合
は
、
財
政
再

生
計
画
を
策
定
し
、
国
や
道
の

関
与
の
も
と
財
政
再
建
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
が
単
独

で
行
っ
て
い
る
施
策
な
ど
で
厳

し
い
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
！　

ま
ち
の
予
算

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

※連結実質赤字が発生している道内市町村は 1 団体です

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

10％ 15％ 20％ 30％

10％ 20％ 30％ 40％

● 栗山町 17.4％  全道 7 位
       （前年 18.6％  全道 4 位）

● 全道平均 9.2％（前年 10.0％）

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

15％ 25％ 35％ 40％

健  全  基  準 早期健全化基準

50％ 200％ 350％ 400％

※財政再生基準以上の道内市町村：1 団体

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体

栗山町は赤字額が無いため該当していません

※実質赤字額が発生している道内市町村はありません

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

栗山町は資金不足が無いため該当していません

※経営健全化基準以上の道内市町村：2 団体

健  全  基  準

10％ 20％ 30％ 40％

経営健全化基準

栗山町は赤字額が無いため該当していません

● 栗山町 110.5％  全道 21 位
       （前年 93.7％  全道 32 位）

● 全道平均 62.2％（前年 65.9％）

15 広報くりやま   2015. 12 142015. 12　広報くりやま   

知っておきたい！まちの予算



本
人
確
認
に
必
要
な
も

の
が
あ
り
ま
す

　

本
人
確
認
に
は
以
下
の
も
の
が
必
要
で

す
。
す
べ
て
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
な
い
も

の
に
限
り
ま
す
。　

🅐
１
点
で
よ
い
も
の

・
運
転
免
許
証

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
付
い
た
パ
ス
ポ
ー
ト

　
（
平
成
18
年
3
月
20
日
以
降
発
行
の
も
の
）

🅑
２
点
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
国
民
健
康
保

険
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
な

ど
）

・
各
医
療
受
給
者
証
（
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
証
な
ど
）

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
預
金
通
帳（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
も
可
）

・
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書

・
母
子
健
康
手
帳
（
母
に
つ
い
て
の
本
人
確

認
書
類
と
な
り
ま
す
）

・
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
国
が
発
行
す

る
免
許
証
、
学
生
証
や
社
員
証
な
ど
）

・
Ｉ
Ｃ
の
つ
い
て
い
な
い
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト

【過去 3 年間の除排雪の経費】

代
理
人
に
よ
る
受
け
取

り
の
場
合

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
以
外
の
方
が

受
け
取
り
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
次
の
も
の

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
委
任
状
（
様
式
は
住
民
生
活
課
で
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
任
意
様
式
で
も
可
）

・
通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
（
頼

ん
だ
方
）
の
本
人
確
認
に
必
要
な
も
の

・
代
理
人
（
頼
ま
れ
て
窓
口
に
来
た
方
）
の

本
人
確
認
に
必
要
な
も
の

マ

■社会保障・税番号制度

イ ンナ －バ

【問い合わせ】　町住民生活課住民・国保グループ　☎ 73-7509

通
知
カ
ー
ド
は
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
か
？

　

栗
山
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
の
「
個
人

番
号
の
通
知
カ
ー
ド
」
は
10
月
下
旬
か
ら
11

月
中
旬
に
か
け
て
郵
送
に
よ
り
、
送
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、一
部
の
方
の
通
知
カ
ー
ド
は「
宛

所
が
確
認
で
き
な
い
」
や
「（
郵
便
局
で
の
）

保
管
期
間
経
過
」
な
ど
の
理
由
で
、
郵
便
局

か
ら
役
場
へ
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
手
元
に
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー

ド
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
役
場
で
保
管
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人

確
認
に
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
住
民
生
活
課

住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ
（
窓
口
①
）
ま
で
受

け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

除排雪作業に
ご理解とご協力を

※除排雪作業のお問い合わせは、各町内会長・
自治会長を通してお願いします。

　

い
よ
い
よ
雪
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
町

で
は
、冬
期
間
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

万
全
の
体
制
で
計
画
的
な
除
雪
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
町
民
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
周
辺
で
は

◇
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
な

ど
は
、
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い
布
を
つ
け

た
棒
な
ど
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
雪
遊
び
は

危
険
！

◇
道
路
脇
の
雪
山
で
、
子
ど
も
が
ス
キ
ー
や

ソ
リ
遊
び
を
す
る
の
は
非
常
に
危
険
で

す
。
見
か
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
子
ど

も
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

玄
関
先
の
雪
処
理

◇
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関
先
に
雪
が

残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
苦
労
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
の
処
理
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

落
雪
に
ご
注
意
を

◇
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歩
道
に
面
し

て
い
る
屋
根
は
早
め
に
雪
を
下
ろ
し
た

り
、
雪
止
め
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

路
上
駐
車
・
車
両
放

置
は
や
め
ま
し
ょ
う

◇
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る
と
除
排
雪

作
業
が
遅
れ
、
地
域
全
体
に
迷
惑
が
掛
か

り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
絶
対
に

や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
除
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路
上
に
出
す

人
を
見
か
け
た
ら
止
め
る
よ
う
に
声
を
掛

け
ま
し
ょ
う
。
除
排
雪
の
効
果
が
半
減
し

ま
す
。

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

町の人口（4 月 1 日現在） 13,163 人 13,048 人 12,794 人

降　雪　量 675cm 520cm 370cm

除雪経費（決算額） 119,476,478 円 122,473,690 円 113,454,404 円

町民１人当たりの除雪経費 9,077 円／人 9,386 円／人 8,868 円／人

除雪車両購入実績 

（上記除雪経費には含まれない）

ロータリー除雪車（車道用）

36,251,250 円

ロータリー除雪車（車道用）

32,235,000 円

除雪用ダンプトラック

32,238,000 円

お手元に届かなかった通知カードの受け取りについて

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て

い
る
か
も
う
一
度
確
認

し
て
み
て
ね
！

委
任
状
と
本
人
確
認
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
、
代
理

人
受
け
取
り
も
大
丈
夫
！

17 広報くりやま   2015. 12 162015. 12　広報くりやま   
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助け合いや支え合いの心を育むことを目的とした
「2015 ふれあい広場くりやま」が 11 月 8 日、カル
チャープラザ「Eki」で行われました。今年は、24の福祉・
ボランティア団体などによる趣向を凝らした出店のほ
か、ステージでは栗山めぐみ幼稚園の子どもたちによ
る踊りや歌、パフォーマー Calm（カーム）によるジャ
グリングやバルーンアート、ウインズ・バンド レルシ
アによる吹奏楽の演奏が披露され、会場は大いに盛り
上がりました。

け合いの心を育もう
ふれあい広場くりやま助

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

い物はまかせて！
子どもたちがおつかいデビュー買

子どもたちが 1 人で買い物に挑戦する「はじめての
おつかい」が、11 月 3 日に栗山駅前通り商店街で行
われました。子どものころから商店街での買い物に慣
れ親しんでもらおうと、くりやまギフトカード加盟店
会が主催。まちの駅「栗夢プラザ」に集合した町内の
未就学児 35 人は、お菓子や日用品などの購入を父母
から頼まれ、お金をぎゅっと握りしめて出発。最初は
不安な表情でしたが、お目当ての店を見つけると、元
気に店内へ。無事に商品を買うことができました。

山産の木材を知ろう！
地材地消体験バスツアー栗

地元産の木材について知ろうと 10 月 25 日、「地材
地消体験バスツアー」が行われ、町内外から約 40 人
が参加しました。はじめに、現在建て替え中で、構造
材や外壁材の一部に町内産のカラマツを使用している
曙団地を視察。その後、桜山の町有林で林業について
学びました。最後に旧桜山自然の家に移動し、まき割
りや木工クラフトに挑戦。参加者はさまざまな体験を
通して、栗山産木材への理解を深めました。

カルチャープラザ「Eki」で、11 月 11 日に「権利
ようごセミナー」が開かれ、約 80 人の町民が参加し
ました。公益社団法人リーガルサポートさっぽろの司
法書士 6 人を講師に招いての寸劇を中心としたセミ
ナーでは、夫が亡くなったことで起こった遺産問題に
ついての「相続・遺言編」と、一人暮らしの高齢者が
意識不明になった際の医療費支払いや財産管理を考え
る「成年後見編」について寸劇と資料を使った解説が
行われ、参加者は真剣に見聞きしていました。

しもの時に備える
権利ようごセミナーも

冬の交通安全運動初日の 11 月 11 日、町老人クラ
ブ連合会、町交通安全ゆりの会、栗山自動車学校職員、
町職員約 90 人が、町道中央通りと南大通り沿いで交
通安全啓発活動「イエロー作戦」を行いました。町交
通安全協会の岩﨑俊英会長が「これから飲酒の機会が
増えます。飲酒運転しない・させないを徹底し、悲し
い事故を未然に防ぎましょう」とあいさつ。参加者は
黄色い交通安全旗を振り、通過するドライバーに安全
運転を呼びかけました。

の安全運転を呼びかける
交通安全啓発活動「イエロー作戦」冬

 40 回を迎えた 伝承もちつき会が 11 月 15 日、栗
山寺で行われました。桜丘町内会が中心となり実行委
員会を結成。日本伝統のもちつきを子どもたちに伝え、
地域の交流の場として毎年開かれています。用意され
たもち米は 60 キロ。子どもたちは実行委員から手ほ
どきを受け、「よいしょ」の掛け声とともに昔ながら
の木製の臼ときねでもちをつきました。できあがった
もちは、集まった人たちに振る舞われ、懐かしい味を
楽しんでと、町内の老人福祉施設にも届けられました。

ねって重たいね
伝承もちつき会き

栗山高校の生徒が 11 月 16 日、地域の老人クラブ「中
里長寿会」の会員 10 人を同校での交流会に招待しま
した。福祉の心を学ぼうと、社会福祉協議会の学校ボ
ランティア活動普及推進事業を活用し実施。「生活と
福祉」および「フードデザイン」の科目を選択する 3
年生 27 人が参加しました。漢字読み上げクイズやス
トラックアウトなどのレクレーションの後、力を合わ
せて、おはぎ作りに挑戦。また、生徒手作りのネック
ウォーマーが贈られました。

年寄りをご招待
栗山高校生が老人クラブと交流会お

栗山小学校と継立小学校の 3 ～ 4 年生 80 人が 11
月 17 日、総合学習の一環として北海道介護福祉学校
を訪問し、車いす体験を行いました。小学生を指導し
たのは介護学生 22 人。はじめに 2 つのグループに分
かれ、学生が各部の名称や使い方を実技を交えて説明。
その後、8 つのグループになり S 字カーブ、スロープ
や段差のある不安定な場所を車いすで移動するなど、
子どもたちは楽しみながら体験をしました。

護体験で「福祉の心」学ぶ
町内小学生が介護福祉学校を訪問介
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新たな議会選出議員

ごみ分別のさらなる
　　  ご協力をお願いします

【問い合わせ】町環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
住
民
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

◆
冬
の
暴
力
追
放
運
動

　

平
成
27
年
12
月
15
日
㈫
～

　
　
　

平
成
28
年
１
月
14
日
㈭

　
「
冬
の
暴
力
追
放
運
動
」
は
、

暴
力
団
の
根
絶
に
よ
り
暴
力
の

な
い
明
る
く
安
全
・
安
心
な
北

海
道
を
実
現
す
る
た
め
の
道
民

運
動
で
す
。

　

道
内
の
暴
力
団
は
、
警
察
の

厳
し
い
取
り
締
ま
り
、
北
海
道

暴
力
団
排
除
条
例
の
施
行
、
地

域
で
の
暴
力
団
排
除
活
動
の
活

発
化
や
気
運
の
高
ま
り
な
ど
に

よ
り
、
社
会
か
ら
孤
立
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
社
会
や
経
済

情
勢
の
変
化
を
利
用
し
、
組
織

の
維
持
・
拡
大
の
た
め
組
織
の

系
列
化
を
図
り
、
巧
み
に
資
金

獲
得
活
動
を
潜
在
化
さ
せ
て
い

ま
す
。 

　

そ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
学

校
の
冬
休
み
期
間
中
を
暴
力
追

放
の
強
化
月
間
に
設
定
し
、
青

暴
力
の
な
い
明
る
く

安
全
・
安
心
な
ま
ち
に

　

 

ご
家
庭
で
の
節
電
に
ご
協
力
を

少
年
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守

り
、
暴
力
団
の
資
金
源
を
絶
つ

た
め
、
関
係
機
関
が
実
施
す
る

取
り
締
ま
り
や
各
種
活
動
と
連

動
さ
せ
た
暴
力
追
放
の
道
民
運

動
、「
３
な
い
運
動
＋
１
（
プ

ラ
ス
ワ
ン
）」
の
推
進
な
ど
、

道
内
全
域
に
お
い
て
強
力
に
推

進
し
ま
す
。

「
３
な
い
運
動
＋
１
」

◇
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

　

全
て
を
「
金
づ
る
」
に
す
る

◇
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

　

恐
れ
は
「
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ

　

か
ら
」

◇
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

　

金
が
「
腐
れ
縁
の
元
」

◇
暴
力
団
と
交
際
し
な
い

　

交
際
は
「
暴
力
団
の
活
動
を

　

助
長
」

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
…

　

暴
力
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
ら

最
寄
り
の
警
察
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
・

督
促
状
は
、
相
手
方
に
電
話

で
確
認
せ
ず
家
族
に
確
認

○
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る

振
り
込
み
依
頼
に
つ
い
て

は
、
家
族
に
確
認
し
、
す
ぐ

に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

○
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、

見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と

き
や
少
年
の
非
行
を
見
た

り
、聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、

勇
気
を
持
っ
て
最
寄
り
の
警

察
に
通
報

○
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ

の
集
合
や
暴
走
行
為
を
見
た

り
、聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、

最
寄
り
の
警
察
に
通
報

　

こ
の
冬
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
電

力
需
給
対
策
に
最
大
限
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
電
力
を
安

定
供
給
す
る
う
え
で
最
低
限
必

要
な
供
給
予
備
率
は
確
保
で
き

る
見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
、
北
海
道
は
他
電
力

か
ら
の
電
力
融
通
に
制
約
が
あ

る
こ
と
、
発
電
所
１
機
の
ト
ラ

ブ
ル
停
止
が
予
備
率
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
こ
と
、
厳
寒
で

あ
る
た
め
、
万
が
一
の
電
力
需

給
の
ひ
っ
迫
が
、
皆
さ
ん
の
生

命
、
安
全
を
脅
か
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き

続
き
無
理
の
な
い
範
囲
で
節

電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
期　

間

　

12
月
1
日
㈫
～

　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日
㈭

※
た
だ
し
、
12
月
29
日
㈫
か
ら

31
日
㈭
ま
で
は
除
く
。

■
時　

間

　

平
日
午
前
８
時
～
午
後
９
時

ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

　

北
海
道
電
力
㈱
栗
山
営
業
所

　

☎
�
１
０
７
１

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
加
入
決
定

　

本
町
の
ご
み
処
理
方
針
の
変

更
に
伴
い
、
共
同
に
よ
る
焼
却

処
理
を
目
的
と
す
る
「
道
央
廃

棄
物
処
理
組
合
」
へ
の
加
入
に

つ
い
て
、
昨
年
よ
り
協
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
９
月

に
関
係
市
町
全
て
の
議
会
承
認

を
得
て
、
10
月
13
日
に
北
海
道

よ
り
許
可
を
い
た
だ
き
、
正
式

に
栗
山
町
の
加
入
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

栗
山
町
が
正
式
加
入

役場本庁舎の回収ボックス

道央廃棄物処理組合の概要

名　称 道央廃棄物処理組合

関係自治体
千歳市、北広島市、長沼町、由仁町、
南幌町、栗山町（2市 4町）

共 同 処 理
す る 事 務

廃棄物焼却施設の設置、管理および
運営に関する事務

事 務 所 の
位 置

千歳市美々 758 番地 54
（千歳市環境センター内）

管 理 者 山口幸太郎（千歳市長）

設立年月日 平成 26 年 2 月 18 日

栗 山 町
加入年月日

平成27年 10月 13日

　

今
後
は
、
関
係
市
町
で
あ
る

千
歳
市
、
北
広
島
市
、
長
沼
町
、

由
仁
町
、
南
幌
町
と
と
も
に
、

組
合
の
目
的
で
あ
る
焼
却
処
理

に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
で

は
、
平
成
36
年
度
か
ら
の
供
用

開
始
に
向
け
た
新
た
な
焼
却
施

設
建
設
候
補
地
の
選
定
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
組
合
を
組
織
す

る
２
市
４
町
の
区
域
か
ら
千
歳

家
庭
の
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

の
回
収
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

（
植
物
油
）
の
拠
点
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
容

器
に
入
れ
、
こ
ぼ
れ
な
い
よ

う
に
し
て
各
拠
点
回
収
場
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
し
た
使
用
済
み
天
ぷ

ら
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。

■
拠
点
回
収
場
所

　

役
場
本
庁
舎
、
角
田
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
南

部
公
民
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ

る
る
」、
日
出
生
活
館

■道央廃棄物処理組合議会議員

　10 月 30 日に召集されました平成 27 年第８
回栗山町議会臨時会において、道央廃棄物処
理組合議員選挙が行われ、次の議員が選出さ
れました。（敬称略）

焼
却
施
設
建
設
候
補
地

市
２
カ
所
、
長
沼
町
２
カ
所
の

計
４
カ
所
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

候
補
地
選
定
に
関
す
る
詳
し

い
状
況
は
、
今
月
の
広
報
に
折

り
込
み
し
ま
し
た
「
道
央
廃
棄

物
処
理
組
合
だ
よ
り
」
お
よ
び

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
今
後
、
本
町
に
お
い
て

も
候
補
地
選
定
に
関
す
る
住
民

説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　鵜川　和彦　　藤本　光行

道央廃棄物処理組合 検索

道央廃棄物処理組合ホームページ
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栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
会
員　

薬
剤
師

小こ

ぎ木　

清き
よ
た
か高

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

〇
熟
眠
障
害
（
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
気
が
し

な
い
）

　

睡
眠
時
間
を
十
分
に
と
っ
た
の
に
、
熟

睡
感
が
得
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
。
他
の
不

眠
症
状
を
伴
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

　

慢
性
的
な
不
眠
や
睡
眠
不
足
は
、
う
つ

病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
に
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
研
究
で
、
睡
眠
時
間
と
生
活
習

慣
病
は
互
い
に
関
連
が
あ
り
、
相
互
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
眠
症
状
が
あ
る
人
は
、
な
い
人
に
比

べ
て
、
糖
尿
病
に
な
る
リ
ス
ク
が
1.5
～
２

倍
高
く
な
る
と
い
う
研
究
デ
ー
タ
も
出
て

い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
時
間
が
５
時
間
以

下
の
人
で
は
、
高
血
圧
に
な
る
リ
ス
ク
が

2.1
倍
だ
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

不
眠
や
睡
眠
不
足
を
改
善
す
る
こ
と

は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
治
療
に
お
い

て
も
、
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

　

睡
眠
不
足
と
不
眠
症
は
、
よ
く
混
合
さ

れ
ま
す
。
睡
眠
不
足
は
、
就
労
や
学
習
、

不
規
則
な
生
活
な
ど
に
よ
り
、
偏
っ
た
睡

眠
習
慣
と
な
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
十
分

な
睡
眠
が
得
ら
れ
ず
に
い
る
状
態
で
す
。

　

一
方
、
不
眠
症
は
精
神
、
身
体
、
神
経

の
病
気
な
ど
の
た
め
に
、
眠
り
た
い
の
に

眠
れ
ず
、
不
眠
の
症
状
や
日
中
の
活
動
に

影
響
が
続
く
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
平
均
睡
眠
時
間
は
、
７
時
間

42
分
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

必
要
な
睡
眠
時
間
は
年
齢
差
や
個
人
差
が

大
き
く
、
一
般
的
な
基
準
を
作
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
あ
の
有
名
な
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

３
時
間
ほ
ど
し
か
眠
ら
な
か
っ
た
と
い
う

話
は
有
名
で
す
よ
ね
。
そ
の
一
方
で
、
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
１
日
に
10
時
間
以
上

眠
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
休
日
だ
け
普
段
の
睡
眠
時
間
よ
り
長

く
（
た
と
え
ば
昼
ま
で
）
眠
っ
て
し
ま
う

の
は
、睡
眠
不
足
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
と
勘

違
い
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、
強
力

な
催
眠
作
用
が
あ
る
一
方
で
、
す
ぐ
に
目

が
覚
め
、
朝
ま
で
続
か
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
睡
眠
の
質
を
低
下
さ
せ

る
た
め
、
夜
中
の
目
覚
め
や
浅
い
眠
り
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
ト
イ
レ
に
行
き
た
く

な
っ
て
目
が
覚
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
酒
が
続
く
と
体
が
ア
ル
コ
ー

ル
に
慣
れ
、
量
を
増
や
さ
な
い
と
眠
れ
な

く
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
陥
っ
て

し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

不
眠
が
続
く
場
合
は
、
お
酒
に
頼
ら
ず

に
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
睡
眠
薬
を
適
正
に
使
用
し
、

生
活
改
善
す
る
こ
と
で
、
不
眠
症
の
改
善

に
繋
が
り
ま
す
。

　

２
回
に
わ
た
り
、「
睡
眠
薬
」
と
「
不

眠
症
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

何
か
一
つ
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

不
眠
症
状
の
タ
イ
プ
は
４
つ

睡
眠
薬
と
不
眠
症
に
つ
い
て
考
え
る
②

保健福祉のコラム

不
眠
・
睡
眠
不
足
と
生
活
習
慣
病

睡
眠
不
足
と
不
眠
症
の
違
い

飲
酒
（
寝
酒
）
と
不
眠

　

前
回
は
、「
睡
眠
薬
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
不
眠
症
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

不
眠
と
は
、
眠
り
た
い
時
に
も
何
ら
か

の
原
因
で
「
覚
醒
（
目
が
覚
め
て
い
る
）」

が
「
睡
眠
（
眠
っ
て
い
る
）」
を
上
回
っ

た
状
態
を
言
い
ま
す
。

〇
入
眠
障
害
（
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
）

　

寝
付
く
ま
で
に
、
30
分
～
１
時
間
以
上

か
か
る
タ
イ
プ
。
不
安
や
緊
張
が
強
い

と
き
な
ど
に
起
こ
り
や
す
い
。

〇
中
途
覚
醒
（
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め

る
）

　

何
度
も
目
が
覚
め
た
り
、
一
度
起
き
た

後
な
か
な
か
寝
付
け
な
く
な
る
タ
イ

プ
。
日
本
の
成
人
で
は
、
不
眠
の
訴
え

の
中
で
最
も
多
く
（
15
～
27
％
）、
中

高
年
で
よ
り
頻
度
が
高
い
。

〇
早
期
覚
醒
（
朝
早
く
目
が
覚
め
る
）

　

予
定
時
間
よ
り
２
時
間
以
上
前
に
目
が

覚
め
て
し
ま
い
、
そ
の
後
眠
れ
な
く
な

る
タ
イ
プ
。
高
齢
者
に
多
い
。

一
般
社
団
法
人
北
海
道
薬
剤
師
会
南
空
知
支
部
由
仁
部
会
長

元気が
一番！！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12
月
か
ら
３

月
に
流
行
し
ま
す
。

　

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る

ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と

や
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

○
ま
め
に
マ
ス
ク
を
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

○
外
出
後
に
は
、
ま
め
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
・
・
・

・
咳
、
く
し
ゃ
み
の
際
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か

「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
き
は
？

インフルエンザ

注意しましょう！

に

ら
顔
を
そ
む
け
１
ｍ
以
上
離
れ
る

・
鼻
汁
、
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
、
す
ぐ
に
ふ
た
付
き
の
廃
棄
物
箱
に

捨
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

・
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着
用
を

促
す

○
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

○
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

○
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う

○
不
織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

○
学
校
や
職
場
な
ど
に
行
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は

接
種
後
約
２
週
間
程
度
か
か
り
、
５
カ
月

間
効
果
が
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
12

月
中
旬
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

マメにマスク！

　 マメに手洗い！

インフルエンザ予防啓発キャラクター
「マメゾウくん」と「アズキちゃん」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

元気が
一番！！

【申込先・問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256
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健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

【
期　

日
】
平
成
28
年
１
月
20
日
㈬

　
　
　
　
（
受
付
）
午
前
７
時
か
ら

【
場　

所
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
健
（
検
）
診
機
関
】

　

北
海
道
対
が
ん
協
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

　

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん

　

検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ

　

ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■インフルエンザと風邪の違い■

インフルエンザ 風　邪

注意点

主　な
症　状

○発熱（38℃以上）
○頭痛や関節痛、筋肉痛な
　どの症状が突然現れる
○普通の風邪症状

○感染は短期間で、急激に
　広がる
○子どもは、まれに急性脳
　炎を、高齢者は肺炎を伴
　うなど重症化することが
　ある

○発熱（微熱）
○のどの痛み、鼻汁、くし
　ゃみや咳など

○感染は徐々に広がる
○重症化することは少ない

【
期　

日
】
12
月
17
日
㈭

【
場
所
・
時
間
】

○
松
原
産
業
㈱

　

午
前
10
時
00
分
～
10
時
45
分

○
栗
山
警
察
署

　

正
午
～
午
後
１
時

○
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

○
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
２
時
40
分
～
４
時
30
分

献
血
の
お
知
ら
せ


